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《2012 年度第 3 回例会（総 56 回）：2013 年 3 月 16 日(土) 於：慶應義塾大
学》

（Ⅰ）韓国出土木簡と新羅碑文
橋本 繁（早稲田大学商学部非常勤講師）

朝鮮半島で出土した木簡は、2004 年には 12 遺跡・248 点にすぎなかったが、2013 年
現在で 34遺跡・750点余りと、件数・点数ともに着実に増加している。木簡の年代も、
従来は 6 ～ 8 世紀の新羅・百済のものが主であったが、紀元前の楽浪郡の戸口統計簿
や『論語』竹簡から、13 世紀の高麗時代の荷札まで、幅広くみつかるようになってい
る。高麗木簡は、これまでに４隻の沈没船からみつかっており、総計は 189 点（その
うち、竹札が 100 点）に達する。これらの高麗木簡は、【県名＋宛所＋物品＋発送者】
という共通の記載様式をもっており、社会・経済のみならず当時の食文化に関する貴
重な資料となっている。
近年出土した韓国木簡で注目されるのは、祭祀に関わる木簡である。昌寧・火旺山

城の池から、丸木を半裁した木材に人物を描いて所々に鉄釘を刺したものが出土し、
裏面に日付や「龍王」などと墨書されていた。慶州・仁容寺址の井戸で出土した木簡
にも、やはり「龍王」などと書かれていた。これらは、池や井戸から見つかっている
ことと、「龍王」という記載から、雨ごいなど水に関わる祭祀に使用されたものと考
えられる。
また、百済木簡が相次いで発見されたことで、これまでその実態がほとんど明らか

でなかった百済の文書行政について知ることができるようになった。まず、扶余・双
北里 280 ― 5 番地遺跡の木簡には、韓国で初めて出土した題籤軸が含まれており、百
済でも紙と木を使い分けていたことが分かった。そして、「佐官貸食記」木簡により、
百済に五割の利息をつけて穀物を貸出す制度のあったことが明らかとなり、古代日本
の出挙制度の直接的源流であると推定される。羅州・伏岩里木簡からは、「丁―中口
―小口」という年齢区分が確認される木簡や、「水田」「麦田」など耕作に関わるもの
も発見されている。

（Ⅱ）據出土文獻新證鄭玄注《儀禮》形訛古文九則

范 常喜（中山大學國際漢語學院講師）
《儀禮》有今古文之分，鄭玄注《儀禮》時兼採今古文，“從今文則《注》内叠出古

文，從古文則《注》内叠出今文。”鄭注中這些古文材料為我們提供了當時古文經的一

些重要線索，所以前修時賢對此均較為重視。本文主要是利用當今所見出土文獻材料，

着重對鄭玄注《儀禮》九則形訛古文作了新證，重點對這類古文訛混的時代層次做了考
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察，根據疏證的結果得出的結論是：鄭玄注《儀禮》形訛古文訛混的年代均在漢代，由

此可知鄭玄給《儀禮》做注時所據古文本中摻入的漢時用字應當相當多，保留的戰國時

古文用字則比較少。或者換句話説，鄭玄注《儀禮》所據古文本，當即漢代人用漢隸轉

寫的本子。文末隨便也指出鄭玄注中所保留的諸種“古文”材料更不宜籠統納入“傳抄

古文”研究的范圍。

（Ⅲ）『淮南萬畢術』の意義 ―『五十二病方』『醫心方』とのかかわり―
有馬 卓也（広島大学大学院文学研究科教授）

『淮南萬畢術』は前漢の文帝期から武帝期にかけて生きた淮南王劉安が、全国から
学者や方士たちを招致して製作した著作の一つとされている。しかし、『漢書』芸文
志には本書は掲載されておらず、『隋書』経籍志が初出である。こういったテキスト
上の問題から、本書はこれまでほとんど研究されておらず、傍証資料として使用され
ることはあっても、本書に正面から向き合う研究はなかった。
しかし、本書の内容は「自然を操作する系統」「擬似自然現象を作る系統」「予兆系

統」「心を操作する系統」「男女関係の系統」「動物を操作する系統」「呪術系統・呪術
的医術系統」「博物学系統」「科学系統」「類感呪術系統」「変化系統」など、科学的な
ものから医学・薬学・風習・伝承・禁忌・呪術等にいたるまで非常に多岐にわたり、
さらに民間レベルにおける文化の有り様を伝えるものと思われるものを多く含んでい
る。
今回の発表では特に「竈」と「月布」の用例を提示し、『淮南萬畢術』の記述と共

通する要素を持つ『醫心方』及び『五十二病方』を傍証資料として使用しつつ、その
内容の紹介と諸研究における利用価値の高さについて論及した。

《新刊紹介》
（Ⅰ）陳偉著『楚簡冊概論』
（湖北教育出版社、2012年 9月、334頁、68元）
（Ⅱ）李天虹著『楚国銅器与竹簡文字研究』
（湖北教育出版社、2012年 9月、306頁、64元）
上記２冊はいずれも「世紀楚学」シリーズの出版物である。著者の陳偉氏・李天虹

氏については、ここで改めて紹介するまでもないだろうが、いずれもいわゆる古代楚
地域に関する分野の高名な研究者である。（Ⅰ）の内容は、楚簡の種類や形態にはじ
まり、個別のテーマに至るものである。本書は著者の識見を示すに充分な、楚簡に関
わる専門的かつ高度な問題を含んでおり、中国古代分野の研究者にとって非常に刺激
的なものである。楚簡に携わる者にとっての必読書といえよう。（Ⅱ）の内容は、朱
家集青銅器などの楚国青銅器銘文と、楚簡（正式発掘品・骨董市場経由品をともに含
む）とに大きく分かれ、文字学に関する著者独自の知見が数多く示されている。楚地
域に限らず、古文字に関わる研究者は参照すべき研究成果である。なお本シリーズに
おいては、他に礼儀制度・法律制度・歴史地理など、古代楚地域に関連する研究書が
何冊も出版されており、いずれも専門研究者が備えるべき著作であろう。

（執筆：小寺 敦）

（Ⅲ）楊慶中・廖娟編『疑古・出土文献与古史重建』
（漓江出版社、2012年 10月、364頁、58元）
編者の楊慶中氏は中国人民大学国学院教授、廖娟氏は同大学哲学院碩士研究生であ

る。本書はまず、顧頡剛や銭玄同など疑古派がその主張のエッセンスを込めた文献 7
本、次いで 1990 年代以降に提唱された「走出疑古」に関する李学勤や廖名春らによる
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文献 6 本を収録し、その二つの思想的潮流を概観する。続いてその両者の主張を承け
ての様々な立場からの論説を 7 本、そして出土文献を利用して古代史をいかに再構築
するかという点に関する、先駆たる王国維から現在の若手研究者に至るまでの論考 9
本、をそれぞれ収録している。
すなわち本書は所謂アンソロジーで、新たな研究論文ではないが、「疑古」と「走

出疑古」という対立する主張を「客観公正的立場」から整理し、その成果と問題点を
今後の古代史研究に活かさせるという重要な目的を帯びた著作である。以前、本会報 45
号（2010年 12月）で紹介した『『疑古』与『走出疑古』』（商務印書館、2010年 6月刊）
とテーマは重なるが（収録された論説も一部重複）、出土資料の利用や、考古学と歴
史学との関連、などといった問題について思考を巡らす際には、本書の方が一層参考
になるだろう。
なお本書は「出土文献与思想史研究叢書」の一書として刊行されている。「出土文

献と思想史研究」と銘打って論じられる諸問題には本書のような視座からの議論も忘
れられるべきでない、と出版側は考えているわけで、そのような認識には深く共感す
るものである。

（執筆：高津 純也）

《特別寄稿》
（Ⅰ）「楚地出土戰國簡册研究」を讀んで（上）

廣瀬 薫雄（復旦大學出土文獻與古文字研究中心副研究員）
「楚地出土戰國簡册研究」シリーズ全十册（武漢大學出版社、2010年 3月）は、2003
年末に立ち上げられた中國教育部哲學社會科學研究重大課題攻關項目「楚簡綜合整理
與研究」（項目批准番號：03JZD0010。首席專家：武漢大學簡帛研究中心主任陳偉教授）
の研究成果である(1)。
「楚簡綜合整理與研究」プロジェクトは①赤外線寫眞の撮影、②新釋文・注釋の作

成、③綜合研究を三本柱としており、まず 2009 年 9 月に②の成果である『楚地出土戰
國簡册［十四種］』（經濟科學出版社）が出版された。ついで 2010 年 3 月に③の成果と
して出版されたのがこの「楚地出土戰國簡册研究」シリーズである。そして①の成果
である赤外線寫眞も 2011年 11月から出版が始まった(2)。
「楚地出土戰國簡册研究」の書評としては、すでに史傑鵬「楚國文字和文化研究結

碩果──讀《楚地出土戰國簡册研究》（十種）」（『語言文字報』2010 年第 42 期）、郭永
秉「《楚地出土戰國簡册研究》介評」（『中國史研究通訊』2011 年第 2 期。『古文字與古
文獻論集』、上海古籍出版社、2011 年 6 月）の二篇が發表されており、本誌でもすで
に本シリーズの一部の書について新刊紹介がされている (3)。本シリーズがいかに注目
されているか、推して測ることができよう。
「楚地出土戰國簡册研究」が發表されてはや三年が過ぎた。この三年の間にも上海

博物館藏楚簡（八）・（九） (4)、清華大學藏楚簡（壹）・（貳）・（叁）が公表され (5)、我
々が見ることのできる楚簡はますます增えてきている。筆者はこうした状況の中で本
シリーズを讀み、得るところが多かった。この小文は、本シリーズの紹介を兼ねて、
筆者が本シリーズを讀んで考えたことをいくつかまとめたものである。
なお、小文は、紹介とはいえ、十册すべての内容を餘すところなく紹介するのでは

なく、筆者の興味のおもむくままにいくつか關心を抱いた問題を拾ったにすぎない。
各著者、讀者におかれてはその點あらかじめご諒恕願いたい。

（01）陳偉『新出楚簡研讀』
『包山楚簡初探』（武漢大學出版社、1996 年 8 月）、『郭店竹書別釋』（湖北教育出版

社、2002 年 12 月）につぐ、陳偉氏の楚簡研究の專著である(6)。本書に收録されている
論文はどれもみなそれまでに公表され（本書附録の「相關論文發表情形」を參照）、



- 4 -

およそ楚簡を研究する者であれば目を通したことがあるはずのものばかりである。本
書は單行論文を集めたものであるとはいえ、その研究方法は本シリーズの基礎になっ
ていると理解することができ、本シリーズ筆頭に置くにふさわしい書と言える。
本書には優れた考證が至るところにちりばめられているが、ここではそのうち「社

稷」の解釋の例（257 ～ 258 頁）を紹介しよう（なお本文で引用する釋文は特に必要
のないかぎり寬式を採用し、引用圖版に該當する箇所は△で代用する）。

（a） （b）

(a) (b)

（a）上共下之義、以奉△＝、謂之孝。（郭店楚簡『六德』22號簡）(7)

（b）於君幸、則晉邦之△△可得而事也。不幸、則得免而出。（上海博物館藏楚簡『姑
成家父』3號簡）

陳偉氏は、このうち（a）しか公表されていなかった 1999年の段階で、「△＝」は「社
稷」の合文であるという説を提示した（「奉」の釋讀もこのとき陳偉氏が最初に指摘
した）。しかし當時は文章を發表してその説に明確に贊同する研究者は多くなく、陳
偉氏自身も一度はその説を放棄したくらいである。ところが（b）が公表され、著者の
説が正しかったことが改めて確認されたのである。
陳偉氏の大膽な假説と緻密な考證、さらには自説を發表した後の心の搖れまでよく

傳わる興味深い例だと思う。

（02）丁四新『郭店楚竹書《老子》校注』
（03）陳仁仁『戰國楚竹書《周易》研究』
（04）曹建國『楚簡與先秦《詩》學研究』
（05）虞萬里『上博館藏楚竹書《緇衣》綜合研究』
「楚地出土戰國簡册研究」02 から 05 の四册は、楚簡中の古典籍一篇についての專

論である（04 は主として上海博物館藏楚簡『孔子詩論』について論じている）。ここ
ではその中から虞萬里氏の研究を紹介する。
第一章は導論。第二～四章は『緇衣』の校正である。上海博物館藏楚簡・郭店楚簡

の二種の竹簡本、傳世本（宋紹熙本を底本とする）のテキストをならべ、それに加え
て開成石經の異同状況を記し、隋唐以前の四部書・『太平御覽』・宋本『紀纂淵還』に
引用されている『緇衣』に關係する語句を丹念に集めて整理しており、『緇衣』研究
に多大な便を供してくれる。第五章は『詩』鄭風・緇衣についての研究である。「緇
衣」は鄭の桓公・武公が司徒の職にあって緇衣を着た賢士を慇懃に遇したことを讚美
した詩で、それが「好賢惡惡」の思想を述べる『緇衣』の思想と合致しているとする (8)。
第六章以下は『緇衣』の章次・内容についての研究である。例えば第七章では、『緇
衣』各章を①「子曰……」、②「故……」あるいは「則……」、③『詩』や『書』の引
用、という三部分に分ける從來の議論の上に立ち、第①部分は基本的に孔子の原語で、
第②部分は孔子が①と同時に言ったものや、孔門の弟子が『緇衣』の主旨と文章形式
に合わせて孔子が他の場面で言ったことを加工してつなげたものであり、第③部分は
その多くが『緇衣』編纂者の附け足したものであるという。第九章では、『緇衣』は
『坊記』、『表記』等と同じく子思が祖父孔子の語を收集し、さらに後學の補充を經て
できたもので、その成書年代は紀元前 350 年前後であろうとする。その結論は先秦秦
漢時代の古典籍に關する樣々な問題と密接に關係しており、その當否は輕々には判別
しがたいが、虞氏の考證は文獻中の關連する記述を廣く集めており、先秦儒家思想史
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の研究に多くの手がかりを提供してくれるものであることは間違いない。
筆者にとっては竹簡本『緇衣』第 19章の解釋について論じた附論の一章が興味深い。

まず第 19章本文を引用する。
子曰、「苟有車、必見其轍。苟有衣、必見其敝。人【苟有言、必聞其聲】。苟有行、
必見其成。」『詩』云、「服之無懌。」（郭店楚簡『緇衣』40-41號簡）

【 】で括った七字は 40 號簡の背面に書かれており、傳世本との比較からしても、こ
の七文字が書かれている位置からしても、これが「人」と「苟有行」の間に補うべき
ものであることは問題がない。
さて問題はその「人」字の下に墨點があるのではないかということである。この墨

點に最初に注目したのは季旭昇氏であり、季氏はこの點を根據の一つとして「必見其
敝人」で一句であり、「敝人」は人の體を覆うという意味であるとした (9)。虞萬里氏は
その斷句の成り立ちがたいことを論じ、「人」の下に附けられた墨點は衍字であるこ
とを示す記號であり、『爾雅』釋器に言う「滅謂之點」の實例だと主張したのである。
斷句については虞萬里氏の説が正しいと筆者も考える。しかし奇妙なのは、虞萬里

（a） （b） （c）
氏の言うように、この墨點は文物出版社が 1998 年 5 月に出版した『郭店楚墓竹簡』の
圖版（（a））には見えず、2002 年 10 月に出版した簡牘書法選シリーズの圖版（（b））
にしか見えないことである。この墨點はいったい本當に竹簡にあるのか、それとも印
刷の際に何らかの原因でできたものなのか、筆者も氣になっていた。そして 2011年 11
月に郭店楚簡の赤外線寫眞（（c））が出版され、それを確認してみたところ、その墨
點は見えなかったのである。
寫眞圖版にこのような問題があるとは筆者にはまったく想像もしていなかった。こ

れは今後楚簡研究をするうえで留意しておくべきことであろう。

（06）宋華強『新蔡葛陵楚簡初探』
著者の博士學位論文『新蔡楚簡的初歩研究』（北京大學、2007 年 5 月）の修訂版。

中國ではその博士學位論文は多くの研究に引用され、非常に大きな影響を與えた (10)。
新蔡楚簡の年代、竹簡の綴合、内容の分類、字句解釋等、新蔡楚簡を研究する際の必
讀文獻である。
ここでは本書第三章の新蔡楚簡の年代に關する考察について觸れたい。新蔡楚簡の

整理者は新蔡葛陵楚墓の埋葬年代を悼王後期であろうとしたが (11)、劉信芳氏や李學勤
氏は新蔡楚簡に見える紀年をもとに墓主の平夜君成は肅王四年に死亡したとする説を
立てた (12)。これに對し宋華強氏は、平夜君成は悼王期に死亡したとする整理者の説を
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支持するが、ただし悼王晩期ではなく悼王元年から七年の間に死亡したと主張する。
そしてこの説は、清華大學藏楚簡の發表によってその正しさが決定づけられること

になる。新蔡楚簡には九つの紀年が見えているが、そのうちの一つに次のようにある。
王自肥遺郢徙於鄩郢之歳（甲三：240）

この紀年は「王徙於鄩郢之歳」という略稱で多く現れ、新蔡楚簡中で出現回數が最も
多く、しかも享月（楚の六月）、夏 （七月）、八月の三箇月に記載が集中している。
これより新蔡楚簡の整理者はこれが墓主が死亡した年であろうと推測した。この點は
異論のないところである。そして清華大學藏楚簡（壹）『楚居』16 ～ 17 號簡にこうい
う記載が現れた。

至悼哲王、猶居 郢。中謝起禍、焉徙襲肥遺。邦大瘠、焉徙居鄩郢。
これは悼王のときの記述である。悼王ははじめ 郢にいたが、中謝の禍（どういう事
件かは不明）が起こったのち肥遺に遷った。さらにその後、邦が大いに瘠せると、鄩
郢に遷ったという。この記述は新蔡楚簡の紀年と符合する。これにより、新蔡葛陵楚
墓の墓主平夜君成は悼王が肥遺から鄩郢に遷都した年の翌年に死亡したことが明らか
となった。
さらに清華大學藏楚簡（貳）『繋年』第 23 章（126 ～ 138 號簡）には楚聲王から悼

王にかけての時期の楚と晉の爭いが記されているが、そこに平夜悼武君なる人物が登
場する。

聲王即世、悼哲王即位。……
明歳……。
明歳……。
明歳……王命平夜悼武君率師侵晉逾郜、 （捷） (13) 公、渉澗以歸、以復長陵

之師。
（浹）年 (14)……魯陽公率師救武陽、與晉師戰於武陽之城下、楚師大敗。魯陽

公、平夜悼武君、陽城桓 君、三執珪之君與右尹昭之 死焉、楚人盡弃其旃、幕、
車、兵、犬逸而還。

この記述によると、平夜悼武君は悼王四年に晉との戰役に出征し、五年に晉との戰役
で戰死している。清華簡整理者はこの平夜悼武君を三代目の平夜君で、平夜君成の子
であろうと述べており（199頁注〔二〇〕）、おそらくその可能性が最も高いだろう(15)。
そうすると平夜君の世系は次のように描くことができる。

昭王─┬─惠王─────簡王────聲王─────悼王

└─平夜文君─┬─王孫 (16)

└─平夜君成──平夜悼武君

平夜君成は悼王期に死亡し、次代の平夜悼武君は悼王四年にはすでに活躍している。
ということは、平夜君成は悼王元年から三年の間に死亡したことになる (17)。清華大學
藏楚簡によってここまで明らかにされたことに、筆者は驚きを禁じえない。

（つづく）

注
(1)「哲學社會科學研究重大課題攻關項目」という國家プロジェクトの性格、そして「楚簡綜合整理
與研究」プロジェクトの概要については、工藤元男「書評 陳偉等著『楚地出土戰國簡册〔十四

種〕』」（『史滴』第 32號、2010年 12月）が分かりやすく紹介してくれており、參考になる。
(2)郭店楚簡の圖版が武漢大學簡帛研究中心・荊門市博物館『楚地出土戰國簡册合集（一）』（文物出
版社、2011年 11月）として出版され、新蔡楚簡・信陽楚簡の圖版が武漢大學簡帛研究中心・河
南省文物考古研究所『楚地出土戰國簡册合集（二）』（文物出版社、2013年 1月）として出版さ
れた。
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(3)本誌第 45號の《新刊紹介》欄に虞萬里『上博館藏楚竹書《緇衣》綜合研究』の紹介がある。
(4)『上海博物館藏戰國楚竹書』の（八）が 2011年 5月に、（九）が 2012年 12月に、いずれも上海
古籍出版社より出版された。

(5)『清華大學藏戰國竹簡』の（壹）が 2010年 12月に、（貳）が 2011年 12月に、（叁）が 2012年 12
月に、いずれも中西書局より出版された。

(6)陳偉氏はその後さらに『楚簡册概論』（湖北教育出版社、2012年 9月）を發表された。
(7)陳偉氏はこの前後の箇所を「子也者，會墉長材以事上，謂之義，上共下之義；以奉社稷，謂之孝
；故人則爲□□［謂之］仁。」と引用し、筆者とは句の構造についての理解が異なる。按ずるに、

ここは「～謂之義」、「～謂之孝」、「～謂之仁」という三句の竝立と考えるべきではないか。

(8)しかし『緇衣』冒頭「好賢」、「惡惡」の「好賢」は竹簡本はいずれも「好美」に作り、傳世本第 21
章「好賢不堅、而惡惡不著」の「好賢」もまた竹簡本（第 22章）はいずれも「好仁」に作って
おり、これを單なる偶然として濟ませることはできない。それどころか「好賢」では『緇衣』の

内容とずれが生じるとさえ考えられる。詳細な議論は池田知久編『郭店楚簡儒教研究』（汲古書

院、2003年 2月）所收の「『緇衣』譯注」第一章注（3）（10-11頁）を参照。虞萬里氏の説には
大きな問題があるのではないだろうか。

(9)季旭昇「從楚簡本與傳本談禮記・緇衣・苟有車章的釋讀」、第五屆中國經學國際學術研討會論文、
臺灣政治大學中文系・中央研究院文哲所、中國經學會、2007年。筆者はこの文章を未見。本文
で述べた季旭昇氏の見解は虞萬里氏の引用による。

(10)例えば本シリーズの晏昌貴『巫鬼與淫祀──楚簡所見方術宗教考』、呉良寶『戰國楚簡地名輯證』、
蕭毅『楚簡文字研究』などでも隨所に引用されている。

(11)河南省文物考古研究所『新蔡葛陵楚墓』、大象出版社、2003年 10月、184頁。
(12)劉信芳「新蔡葛陵楚墓的年代以及相關問題」、簡帛研究網、2003年 12月 17日、のち『長江大
學學報（哲學社會科學版）』2004年第 1期。李學勤「論葛陵楚簡的年代」、『文物』2004年第 7
期。

(13)「 」を「捷」に讀むことについては、陳劍「簡談《繋年》的“ ”和楚簡部分“ ”字當釋

讀爲“捷”」（復旦大學出土文獻與古文字研究中心網站、2012年 1月 16日）を參照。
(14)「浹年」とは丸一年過ぎて、という意味。陳爻（陳劍）「也談《繋年》的“厭年”」（復旦大學出
土文獻與古文字研究中心網站、2012年 10月 29日）を參照。

(15)なお念のため述べておくが、平夜君成と平夜悼武君は同一人物ではないかと考える人がいるか
もしれない。しかし平夜君成は病死したと考えられるので、その可能性はまずない。

(16)整理者は王孫 を平夜君成の父であると考え、これが平夜君成の死亡時期を悼王後期と考える

重要な起點の一つになっている。宋華強氏は、祭祀の際に備えられる供物の内容から、平夜文君

こそが平夜君成の父であるとし、王孫厭は跡繼ぎがなく家が絶えてしまった平夜君成の兄弟であ

ろうと推測した。平夜君成の死亡時期から見て、そう考えるのが穩當だろう。なお清華簡整理者

が平夜悼武君を平夜君成の子、三代目の平夜君としていることからすると、どうやら李學勤氏は

全面的に宋華強氏の説を受け入れたらしい。

(17)さらに嚴密に言えば、以事紀年の性格上、「王徙於鄩郢之歳」は悼王が鄩郢に遷都した年の翌年
になるわけだから、悼王元年ではありえない。

《学会彙報》
○例会委員会より
・2012 年度第 3 回例会（総 56 回）が、2013 年 3 月 16 日（土）、慶應義塾大学を会
場に開催された。

○広報委員会より
本会のホームページ（http://www.shutsudo.jp/）は、グーグル等の検索エンジンから

「中国出土資料学会」で検索してもすぐに見つかります。
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○ＨＰ委員会より
中国出土資料学会専用ドメイン

http://www.shutsudo.jp/ 取得に伴い、
①事務局用メールアドレスが変更になります。

office@shutsudo.jp
②会員を対象にご希望のメールアドレスを発行します。
メールアドレス発行ご希望の方は、
*****@shutsudo.jp となりますので、
*****部分を第２希望までご準備のうえ、
web@shutsudo.jpまでご連絡ください。

○会報委員会より
・2012年 7月 21日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」
が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）
から同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規
定の定めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲
載の利用申請書をダウンロードして事務局まで申請してください。
・年１回発行の雑誌『中國出土資料研究』が学問的成果を会員諸氏にとどまらず広
く内外の研究者に提供することを目的としているのに対し、年３回の例会・大会開
催時に合わせて発行される会報は、新しい学術情報をできるだけ早く会員諸氏に提
供することを目的として編集されています。しかし編集委員会単独ではなかなか十
分な最新情報を入手することが容易ではありません。
どうか会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報編集

委員会に原稿の提供をお願い致します。原稿は、事務局宛電子メールの添付ファイ
ルとしてお送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふる
ってのご寄稿をお待ちしております。

○機関誌委員会より
（１）『中國出土資料研究』第 18号の締切について

2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10 日
開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第 18 号
の投稿締切日は、2013年 12月末日です。
ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。

（２）『中國出土資料研究』原稿送付先について
原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。

○事務局より
住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。

〒 113-0033 東京都文京区本郷７－３－１
東京大学文学部 大西研究室
中国出土資料学会（事務局）


